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on the occasion of their Retirement
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【論説】（法学系）
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【公法研究会報告】（第57回）




   ?????
???????????????????? ????
Die Richtlinien über Digitale Inhalte
??Vertragstypen und Verantwortung für Mangel??   Martin Schmidt-Kessel
??????????????EU????????????????????
   ????????????????
???????
???? ????????????   ?????
???????????????????? ????
Unentgeltlich oder Entgeltlich?
??der vertragliche Austausch von digitalen Inhalten gegen personenbezogene Daten
   Martin Schmidt-Kessel und Anna Grimm
??????????????????????????????????????
   ???????????????????????
???????
???? ????????????   ?????
【論説】（人文・体育系）
????????????   ?????
Initiatives to promote internationalization in Japanese higher education:
Prospects and difficulties encountered during the creation of an intensive course in 
Education, Development and Peace in cooperation with partners from the Arctic 
University of Norway, Tromsø   James Daniel Short
manaba??????????????????   ?????
?????????????????????   ?????


































































荷送人の危険物通知義務の法意―台湾国立高雄海洋科技大学での学術講演録―   楠元純一郎（ 31 ）
憲法保障機関の正統性――連邦憲法擁護庁を中心に   武市　周作（ 49 ）
若者の職業教育を受ける権利―ドイツにおける雇用と生活保障の交錯   上田　真理（ 75 ）
裁判例における役務提供型契約と《雇用類似概念》   芦野　訓和（ 119 ）
譲渡債権の「発生原因である契約」から生じた自働債権による三者間相殺
　（民法新469条 2 項 2 号）   深川　裕佳（ 133 ）
明治憲法とドイツ各邦憲法――日本におけるプロイセン憲法およびドイツ系諸憲法の継受――
　  齋藤　康輝（ 163 ）
納人規定と予算の性格   柏﨑　敏義（ 183 ）
非訟事件と司法権   成瀬　トーマス誠（ 199 ）
非雇用型役務提供者に対する個別的労働法の適用範囲   長谷川　聡（ 217 ）
障害者雇用促進法における「在宅障害者就業支援制度」の検討
　―「在宅障害者就業支援制度」の実効化試論と「難病クラウドワーカー」の法的保護   田中　建一（ 235 ）
雇用契約・労働契約と消費者契約   日野　勝吾（ 247 ）
無期転換申込権の法的性格に関する一考察   川田　知子（ 269 ）
近代イギリス労務供給契約法における契約の自由と従属について   向田　正巳（ 289 ）
【研究ノート】
技術者倫理と日本国憲法第13条   髙澤　弘明（ 319 ）
改正民法543条が担う課題   福田　清明（ 333 ）
【判例研究】
責任追及訴訟の提訴請求を受けた監査委員の不提訴判断と会社の最善の利益
（東京高判平28・12・7金判1510号47頁、東京地判平28・7・28金判1506号44頁）   楠元純一郎（ 351 ）
【特別寄稿】
ItalianSolutiontoSlowProceedings   SaraLandini（ 371 ）
イタリアの司法改革―いかにして遅延する訴訟手続を解決したか―
　  サラ・ランディーニ　翻訳：櫻本正樹（ 381 ）
【講演】
Richter,GerichteundZivilprozessinDeutschland   Dr.EvaBetinaVoit（ 391 ）
ドイツにおける裁判官、裁判所、そして民事訴訟 
　  エバ＝ベッティーナ・フォイト　翻訳：芦野訓和（ 405 ）
DieAbnahmedesBauwerks   Prof.Dr.WolfgangVoit（ 419 ）
建築物の引取（DieAbnahmedesBauwerks）   ヴォルフガング・フォイト　翻訳：藤原正則（ 435 ）
【論説】（人文・体育系）
老い・自律と vulnerability――討議倫理的観点から――   朝倉　輝一（ 453 ）
『雨月物語』の叙述方法について―中国白話小説の受容とその創作   中田　妙葉（ 475 ）
Effectingmeaningfuleducationalcooperationwithoverseasinstitutionalpartners:
　LessonslearnedfromthedeliveryofanintensivecourseinDevelopment,EducationandPeace
attheArcticUniversityofNorway,TromsøinFebruary-March2017   JamesDanielShort（ 493 ）
鎌田耕一教授　略歴・主要業績   （ 521 ）











































6 年 3 月）中央大学法学会「法学新報」100巻 2 号
ドイツにおける使用者の安全配慮義務と履行請求（平成 6 年 3
月）釧路公立大学紀要「社会科学研究」 6 号
派遣労働の多様化と労働者派遣法の課題（平成 7 年 5 月）有斐閣
「ジュリスト」1066号
欧州連合における非典型労働に関する指令及び指令案――派遣労
働を中心にして（平成 7 年 6 月）中央大学法学会「法学新報」
101巻11・12号








































学」50巻 1 ・ 2 合併号













































平成 1 年 4 月　　東洋大学法学部教授
平成 3 年11月　　ドイツ、ボン大学法学部客員研究員
平成 4 年 5 月　　ドイツ、マールブルク大学法学部交換研究員
平成 7 年10月　　憲法学会理事
平成 8 年 4 月　　東洋大学通信教育部長
平成 9 年 4 月　　東洋大学生涯学習センター所長
平成16年 4 月　　東洋大学通信教育部長
平成17年10月　　憲法学会常務理事




平成 6 年 4 月『憲法Ⅰ』総論・統治機構〈別冊法学セミナー〉第
三版（岩間昭道＝戸波江二編、日本評論社）










平成27年 4 月『公法基礎入門 改訂増補第 2 版』（編著、八千代出
版）






昭和62年 3 月「違憲審査権」（東洋法学第30巻第 1 ・ 2 号合併号）
昭和63年 1 月「西ドイツ連邦憲法裁判所の権限としての具体的規











平成 5 年 9 月「ドイツ連邦憲法裁判所の抽象的規範審査手続」
（東洋法学第37巻第 1 号）
平成 8 年 7 月「司法権の独立」（東洋法学第40巻第 1 号）
平成 9 年 9 月「最高裁判所の規則制定権」（東洋法学第41巻第 1
号）
平成10年 9 月「国会議員の特典」（東洋法学第42巻第 1 号）
平成11年 8 月「憲法改正の手続」（東洋法学第43巻第 1 号）













『日本法の論点 第 3 版』、文眞堂）
【翻訳】
平成 2 年 3 月「西ドイツ連邦憲法裁判所」（ 1 ）クラウス・シュ
ライヒ（比較法第27号）
平成 2 年12月「西ドイツ連邦憲法裁判所」（ 2 ）クラウス・シュ
ライヒ（東洋法学第34巻第 1 号）
平成 3 年 8 月「国際緊急出動隊および国際平和維持軍としての連
邦国防軍」ヨーゼフ・イーゼンゼー（東洋法学第35巻第 1 号）
平成 5 年 3 月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（ 3 ）クラウス・シュ
ライヒ（比較法第30号）
平成 6 年 2 月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（ 4 ）クラウス・シュ
ライヒ（東洋法学第37巻第 2 号）
東洋法学　第61巻第 3号（2018年 3 月）
529
平成 6 年 3 月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（ 5 ）クラウス・シュ
ライヒ（比較法第31号）
平成 6 年 9 月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（ 6 ）クラウス・シュ
ライヒ（東洋法学第38巻第 1 号）
平成 7 年 9 月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（ 7 ）クラウス・シュ
ライヒ（東洋法学第39巻第 1 号）
平成 8 年 2 月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（ 8 ）クラウス・シュ
ライヒ（東洋法学第39巻第 2 号）
平成 8 年12月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（ 9 ）クラウス・シュ
ライヒ（比較法第34号）
平成 9 年 3 月「ドイツ連邦憲法裁判所論」（10）クラウス・シュ
ライヒ（東洋法学第40巻第 2 号）
平成11年 8 月「連邦憲法裁判所よ、いずこへ」（ 1 ）ヨーゼフ・
イーゼンゼー（東洋法学第43巻第 1 号）








平成 9 年 6 月「統合参謀に勤務する軍人の超過外地勤務手当付与
規定の合憲性」（自治研究第73巻第 6 号、良書普及会）
【資料】
平成 7 年 3 月「ドイツ公法学者クラウス・シュライヒ教授」（比
較法第32号）
【その他】








昭和62年 3 月「議院内閣制」（東洋第24巻第 2 ・ 3 号）




平成19年 9 月「法律の制定」（東洋第44巻第 9 号）
平成21年 1 月「ドイツ憲法小史」（東洋第45巻第10・11号）





東洋法学　第61巻第 3号（2018年 3 月）
531
Articles (jurisprudence)
The Corporal Punishment in the Public School
  Hitoshi MIYAHARA（ 1 ）
Significance of the Shipper’s Notification Duty about 
Dangerous Goods   Junichiro KUSUMOTO（ 31 ）
Legitimation des Amtes für Verfassungsschutz 
  Shusaku TAKECHI（ 49 ）
Rechtsanspruch von jungen Menschen auf Ausbildungsförderung 
an der Schnittstelle im Arbeitsrecht und Sozialrecht   Mari UEDA（ 75 ）
Der Dienstleistungsvertrag und der Vertrag, der dem  
Dienstvertrag ähnlich ist, in der Rechtsprechungen   Norikazu ASHINO（ 119 ）
La compensation des dettes connexes et un ensemble 
contractuel unique   Yuka FUKAGAWA（ 133 ）
Meiji-Verfassung und „Deutsche Verfassungen“   Koki SAITO（ 163 ）
The Regulation of the Taxpayer   Toshiyoshi KASHIWAZAKI（ 183 ）
Non Contentious Cases and Judicial Power   Thomas Makoto NARUSE（ 199 ）
What Kinds of Non-Employment Type Worker Does Individual 
Employment Law Apply to?   Satoshi HASEGAWA（ 217 ）
“The Support System for Home-Based Work by Persons with 
Disabilities” in Act on Promotion of Employment of Persons 
with Disabilities   Ken-ichi TANAKA（ 235 ）
A Study of the Individual Contracts of Employment and the 
Consumer Contracts   Shogo HINO（ 247 ）
Legal Nature of the Right to apply to Conversion of open-end 
Labour Contract   Tomoko KAWADA（ 269 ）
English Common Law of Contract of Employment in the 
Eighteenth and Nineteenth Centuries   Masami MUKAIDA（ 289 ）
Note
Engineering Ethics and The Constitution of Japan §13   Hiroaki TAKAZAWA（ 319 ）
Die Aufgaben des Art. 543 jap. ZGB n. F.   Kiyoaki FUKUDA（ 333 ）
Case Note
Decision of Not Filing a Suit by Audit Committee and Utmost 
Interest of a Corporation   Junichiro KUSUMOTO（ 351 ）
Contribution
Italian Solution to Slow Proceedings 
  Sara LANDINI（ 371 ）
Masaki SAKURAMOTO
Lectures
Richter, Gerichte und Zivilprozess in Deutschland   Dr. Eva Betina VOIT（ 391 ）
Norikazu ASHINO
Die Abnahme des Bauwerks   Prof. Dr. Wolfgang VOIT（ 419 ）
Masanori FUJIWARA
Articles (humanities and sports science)
Growing Old・Autonomy and Vulnerability  
―― from the Viewpoint of Discouse-Ethics   Koichi ASAKURA（ 453 ）
The Description Method of “Ugestu Monogatari”  
― The Reception of Chinese Colloquial Stories for the Creation
  Wakaba NAKATA（ 475 ）
Effecting Meaningful Educational Cooperation with Overseas 
Institutional Partners: Lessons Learned from the Delivery 
of an Intensive Course in Development, Education and Peace 
at the Arctic University of Norway, Tromso in February-
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